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History of Remote Sensing, Aerial Photography
http://employees.oneonta.edu/baumanpr/geosat2/RSHistory/HistoryRSPart1.htm

http://www.himoji.jp/jp/publication/pdf/seika/302s/147-179.pdf
https://mapps.gsi.go.jp/
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Intergraph Z/I Imaging DMC-II-250

Microsoft UltraCam



http://www.airbornetechnologies.at/references/sensor-integration/p68-opegieka

http://www.midwestaerialphoto.com/midwest-
aerial-buys-third-zi-imaging-dmc-ii-camera/
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https://www8.cao.go.jp/cstp/bridge/
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について（兵庫県） 1

兵庫県の森林資源情報と
メッシュデータ化について

兵庫県 農林水産部 林務課

Hyogo Prefecture

00
発表内容

兵庫県は高精度な森林資源情報が取得できたが…

• 森林簿や森林計画図への反映は？

• 担当者の増員が望めない中、継続的な更新は？

• 森林簿がガラパゴス化しないためには？

メッシュデータ化を進めています

Hyogo Prefecture

Contents

クラウドの導入・・・・・・・・ 01

航空レーザ測量成果の活用・・・ 07

資源情報のメッシュ化・・・・・ 11

まとめ・・・・・・・・・・・・ 22

Hyogo Prefecture

01
森林クラウドシステムの導入

・ワンストップでデータにアクセスできる
・リアルタイムのデータにアクセスできる
・オープンデータ化による多様な利用者の参画（新たな解析手法の開発等）

令和２年度に導入し、森林情報をクラウドで一元管理

市町・林業事業体 シビテックの活用

県

森林資源情報最新情報の把握

新たな解析手法

オープンデータ
データの活用

情報の更新

新たな
解析手法

クラウド活用研修
リモセン研修

Chapter 01

クラウドの導入

図01：森林クラウドシステムによる一元管理

Hyogo Prefecture

クラウド搭載の森林資源情報
現行の森林資源情報を搭載

航空レーザ測量成果や森林調査により
・地位・地利の見直し（～R6）
・樹高・材積推定式の見直し（～R6）
・樹種区分図の作成（～R5）
・地籍情報との連結

現行森林簿情報

地位 地利

樹種 材積林齢

所有者
…etc

地番

現行森林計画図

県 市町 事業体

森林簿 ○

森林異動情報 ○

施業履歴 ○

高精度森林資源 ○

保安林・林地開発 ○

林道・作業道 ○ ○ ○

森林計画図 ○

林地台帳 ○

土地の所有者届出 ○

市町森林整備計画 ○

伐採造林届出 ○ ○

森林経営計画 ○ ○

森林境界明確化 ○ ○

造林補助申請 ○

主な搭載情報・機能
データ登録者

Chapter 01

クラウドの導入 02
Hyogo Prefecture

現行森林簿の課題
地位・地利はS30年代から未更新

所有者
0.1ha~

小班
15ha~

林相
1ha~

地位

地利

樹種

樹高

所有者

林齢

材積

地番

森林簿情報

03Chapter 01

クラウドの導入

 地位・地利ともにS30年代から未更新
・地利：S30年代以降も林道や道路が開設されている
・地位：市町によっては市内全域『地位２』のところも…

林道が未反映

図03：森林計画図とCS立体図の重ね合わせ
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Hyogo Prefecture

現行森林簿の課題
樹種が現実と乖離

所有者
0.1ha~

小班
15ha~

林相
1ha~

地位

地利

樹種

樹高

所有者

林齢

材積

地番

『小班ポリゴン：森林簿レコード＝1：多』のため、
森林簿レコード更新は、担当者が判断

森林簿情報

04Chapter 01

クラウドの導入

１小班

ﾚｺｰﾄﾞ 樹種 林齢 面積

1 スギ 60 5

2 スギ 55 5

3 広葉樹 - 10

 樹種・林齢が現実と乖離

スギ8ha
主伐・再造林

1小班

ﾚｺｰﾄﾞ 樹種 林齢 面積

1 スギ 1 5？

2 スギ 55 2？

3 スギ 1 3？

4 広葉樹 - 10

担当者が図面や航空写真から
該当（すると考えられる）
森林簿レコードを更新

Hyogo Prefecture

一部箇所で自然的な遷移が未反映
 樹種・林齢が現実と乖離

現行森林簿の課題
樹種が現実と乖離

所有者
0.1ha~

小班
15ha~

林相
1ha~

地位

地利

樹種

樹高

所有者

林齢

材積

地番

小 班
ヒノキ
広葉樹
除 地

森林簿情報

図05：小班ポリゴンとR4～R5解析結果の重ね合わせ

ﾚｺｰﾄﾞ 樹種 林齢 面積

1 ヒノキ 60 16.84

2 除地 - 0.15

計 - - 16.99

森林簿には広葉樹がないが
現況は、一部箇所でヒノキ⇒広葉樹

05Chapter 01

クラウドの導入

Hyogo Prefecture

現行森林簿の課題
材積推定式がS30年代から未更新

所有者
0.1ha~

小班
15ha~

林相
1ha~

地位

地利

樹種

樹高

所有者

林齢

材積

地番

林分成⾧表は昭和30年代に作成されたもので、当時の高齢級林
分の標本不足等により高齢級で成⾧が頭打ちとなり、現実林分よ
りも森林蓄積が過小となる傾向がある

06Chapter 01

クラウドの導入

 樹高・材積の推定式はS30年代から未更新
森林簿情報

Hyogo Prefecture

森林資源情報精度向上
森林簿の精度向上のため、航空レーザ測量成果を活用

樹種・樹高データ作成（R4,R5）

材積の見直し(R5,R6)

地位・地利・林齢の見直し（R6,R7）航空レーザ測量（R3,R4）

データ解析（R3,R4）

07Chapter 02

航空レーザ測量成果の活用

Hyogo Prefecture

【参考】航空レーザ測量の解析結果
R5に県内全域の解析が完了。解析データはG空間情報センターで公開予定

特徴 属性情報 解像度 拡張子

DEM 標高が分かるデータ 標高（m） 0.5m TIFF

CS立体図 地形の凸凹が分かるデータ 地形の特徴 0.5m ラスタタイル

傾斜区分図 地形の緩急が分かるデータ 傾斜区分 0.5m ラスタタイル

DCHM 樹高が分かるデータ 樹高（m） 0.5m TIFF

林相識別図 樹種境界が分かるデータ 樹冠形状
(RGB) 0.5m ラスタタイル

樹種ポリゴン 樹種が分かるデータ 樹種 5m gpkg

森林資源量
集計メッシュ 資源情報が分かるデータ 樹種、樹高

本数、材積 20m gpkg

表08：公開（予定）データ

08Chapter 02

航空レーザ測量成果の活用

Hyogo Prefecture

森林資源情報の精度向上
航空レーザ測量成果を活用して現行森林簿の課題を解決

所有者
0.1ha~

小班
15ha~

林相
1ha~

地位

地利

樹種

樹高

所有者

林齢

材積

課題

S30年代から未更新

現実と乖離

推定式がS30年代から
未更新

現実と乖離
地番

航空レーザ測量成果を活用し
地位・地利を更新（～R6）

航空レーザ測量成果等を活用し
樹種情報を更新（～R5）

既存調査等を活用し、
収穫予想表を更新（～R6）

地籍オープンデータや
林地台帳の活用

対応森林簿情報

09Chapter 02

航空レーザ測量成果の活用



森林GISフォーラム 2024年度 東京シンポジウム 2025/2/20

兵庫県の森林資源情報とメッシュデータ化
について（兵庫県） 3

Hyogo Prefecture

新たな課題
精度の高いデータは集まってきたが…

 どのように森林簿への反映させるか
「解析データ」を「位置情報のない現行森林簿」にどうやって紐づけていくか

 継続的な更新方法
森林簿編成担当者の増員が見込めない中、精度を維持しつつ、継続的に更新するには？

番号 樹種

1 スギ

2 ヒノキ

3 マツ

？

かつては専任5名体制 今は兼務２名体制 将来的

？

10Chapter 02

航空レーザ測量成果の活用

Hyogo Prefecture

森林資源情報のメッシュデータ化
11Chapter 03

資源情報のメッシュ化

Hyogo Prefecture

ス ギ
ヒノキ
広葉樹
マ ツ

メッシュデータ化
小班データ+資源解析データ+地籍データ

小班データ
『地位』『地利』

地籍データ
『地番』（『所有者』）

資源解析データ
『樹種』『樹高』『材積』『林齢※』

※『樹高』及び『材積』の算出基礎となる
『林齢』については、樹高と地利から
推定する手法を検討中

12Chapter 03

資源情報のメッシュ化

Hyogo Prefecture

メッシュデータ化
10mメッシュデータを作成

10mメッシュ
各10mメッシュにユニークなIDを付与

【IDの振り方（例）】

05 LD35 2 149199

平面直角
５系

地図情報
ﾚﾍﾞﾙ5000

地図情報
ﾚﾍﾞﾙ2500

南北150等分
東西200等分

10mメッシュに
小班データ
資源解析データ
地籍データ

溶け込ませる

ス ギ
ヒノキ
広葉樹
マ ツ

13Chapter 03

資源情報のメッシュ化

Hyogo Prefecture

メッシュデータ化
各データの付与

１メッシュの属性データ
1メッシュ＝10m*10m＝0.01haのデータ

meshID 05LD352106026

林班 108

小班 ウ

地位 2

地利 2

樹種 ヒノキ類

立木密度 1239

平均樹高 15.3

ha材積 347

地番 大和641-12ス ギ
ヒノキ
広葉樹
マ ツ

14Chapter 03

資源情報のメッシュ化

Hyogo Prefecture

メッシュデータ化
データをエクセルで集計

例えば… 城崎さんは「大和651」に「15.3mヒノキ」を「0.06ha」持っています
大和651には「広葉樹が0.02ha」と「スギが0.06ha」あります

例えば…伐造情報、施業履歴、シカ生息密度、広葉樹から50ｍ、作業道から25m…etc

 串刺し集計が可能 ⇒目的に応じた情報の取得

 GISデータはメッシュIDで紐づけ可能 ⇒データの連結が簡単

ﾒｯｼｭ 地籍 小班 資源解析
meshID 地番 所有者 地位 地利 樹種 平均樹高 ha材積 平均傾斜

05LD352106021 大和651 宝塚 花子 2 2 広葉樹 0.0 37

05LD352106022 大和651 宝塚 花子 2 2 広葉樹 0.0 37

05LD352106026 大和651 城崎 泉 2 2 ヒノキ類 15.3 347 34

05LD352106027 大和651 城崎 泉 2 2 ヒノキ類 15.3 347 34

05LD352106028 大和651 城崎 泉 2 2 ヒノキ類 15.3 347 34

05LD352106029 大和651 城崎 泉 2 2 ヒノキ類 15.3 347 34

05LD352106030 大和651 城崎 泉 2 2 ヒノキ類 15.3 347 34

05LD352106031 大和651 城崎 泉 2 2 ヒノキ類 15.3 347 34

05LD352112013 大和910 甲子 球児 2 2 スギ 27.6 784 36

1レコード
＝1メッシュ
＝10m*10m
＝0.01ha

情報の更新にも活用可能

15Chapter 03

資源情報のメッシュ化
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Hyogo Prefecture

メッシュデータの更新方法
伐造届のGISデータがあれば機械的な更新が可能

伐造届

人工林0.8haを主伐
⇒広葉樹を植栽

森林簿

森林簿（更新後）樹種 面積

スギ 0.25

ヒノキ 0.47

広葉樹 0.26

樹種 面積

広葉樹 0.98

16Chapter 03

資源情報のメッシュ化

Hyogo Prefecture

参考：GISデータでの森林簿更新
こんな経験ありませんか？

● 分筆や樹種遷移の度に森林簿レコードが増殖

● 大量の「ごみデータ」が発生

17Chapter 03

資源情報のメッシュ化

図17：『資源解析データ』を
『小班、地籍、施業履歴』で刻んだデータ ⇒メッシュデータでは発生しない

Hyogo Prefecture

伐造届等による更新
クラウドを活用した更新

① クラウド登録：市町・事業体が『伐造届』『造林補助申請』『所有者情報』等を

GISデータでクラウドに登録

② メッシュ更新：GISデータをもとに、県がメッシュデータを機械的に更新

③ クラウド公開：更新情報をクラウドで公開

①クラウド登録
伐造届、造林申請、

所有者情報、境界明確化

②メッシュ更新
樹種、林齢、樹高、材積

所有者、地番

③クラウド公開
森林簿、森林計画図
⇒森林施業等に活用

18Chapter 03

資源情報のメッシュ化

Hyogo Prefecture

伐造届だけでは捕捉できない情報
標準仕様書を参考に５～10年毎の更新したい…

19Chapter 03

資源情報のメッシュ化

出典：森林資源データ解析・管理標準仕様書Ver2_0（2022年7月版）

表層高は
衛星データから取得

できないでしょうか？

Hyogo Prefecture

 １対１のデータ作成が可能

 機械的な更新が可能

 目的に応じた情報の取得が可能

 新たなGISデータとの連結が簡単

メッシュ化のメリット（想定）

・森林簿と森林計画図（GISデータ）が１対１で結合
・「新しいレコード」や「ごみポリゴン」が発生しない（森林簿を刻み続ける必要がない）

・位置情報があれば施業履歴や所有者情報を機械的に反映させることができる
⇒クラウドでの情報一元管理により機械的かつ効率的に！

・目的に応じて、小班別、所有者別、林相別、地番別に集計が可能
⇒森林簿と林地台帳を同じベースで管理可能

・シカ生息密度、広葉樹から50ｍ、作業道から25m…etc

まだ運用していないので「想定」です。

20Chapter 03

資源情報のメッシュ化

Hyogo Prefecture

 データ量が膨大

 位置情報のないデータの更新

 どのデータも一律10m×10m単位

メッシュ化のデメリット（想定）

・兵庫県の民有林は53万ha…＝5300万レコード（53万ha÷0.01ha）
⇒通常の業務用ＰＣではフリーズする可能性
⇒エクセルの最大行数（シート毎 1,048,576 行）は確実に超過

・伐造届が紙ベースで提出された場合、誰かがGISデータを作成する必要がある

まだ運用していないので「想定」です。

・高精度測量データも一律10m単位に

21Chapter 03

資源情報のメッシュ化
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Hyogo Prefecture

まとめ

 森林資源は森林クラウドで一元管理

 航空レーザ測量成果等を活用し精度の高い情報を取得

 資源情報のメッシュ化とクラウドを活用した更新

・R2にクラウド導入し、県、市町、林業事業体で情報を共有＆更新
・クラウドはデータの保管庫として活用

・航空レーザ測量成果を活用し、高精度の森林資源情報と地形情報を取得（＆オープンデータ化）
・地位や地利、林分成⾧表などS30年代のデータを更新予定

・資源情報を管理する基盤として、県内全域の民有林を10mメッシュ化
・標準仕様書を参考に「効率的」かつ「継続的」に更新していきたい

今回発表の目的
メッシュ森林簿の効率的な運用方法や活用方法について、ご助言い

ただけましたら幸いです。

22Chapter 04

まとめ

Hyogo Prefecture

こんなシステム できないでしょうか？
画面上で、自由な形状で、自動収支計算できるシステム

森林簿

23Chapter 04

まとめ

（1）森林の状況

面積 8.74 ha スギ 5.50 ha

ヒノキ 2.32 ha

広葉樹 0.93 ha

その他 0.00 ha

平均集材距離 675m

運搬距離 21㎞

（2）人工林の状況

面積 立木材積 本数

スギ 5.50ha 3,763㎥ 約4千本 40～ 59年生

ヒノキ類 2.32ha 1,151㎥ 約2千本 40～ 40年生

計 7.82ha 4,914㎥ 約6千本

（3）施業履歴

施業内容 年度 年度 年度 年度 年度

間伐 H24

（4）参考収支

間伐

***千円

※一般道までの距離 

※最寄りの市場までの距離

林齢

主伐 計

***千円***千円

-
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森林GISフォーラム東京シンポジウム

森林情報プラットフォームとしての森林クラウドの役割について

事業統括本部 森林プロジェクト推進部
齋藤 昌

© PASCO CORPORATION

1. パスコにおける森林クラウドの歩み

ArcGISをベースとしたオンプレミスの森林GISから、2016年よりLGWAN-ASPの
森林クラウドサービスの提供を開始してから8年が経過しました。

・既存利用の森林GISの機能をそのままにクラウド環境への移行
・APIを活用した多種のプログラムとの連携
・カスタマイズによる機能拡張

サービス提供開始当初のコンセプト

●森林簿DBが地域ごとに異なる ⇒抽出・参照先が異なりプログラム上の管理が複雑化
●APIを活用した多種のプログラムとの連携 ⇒ ユニークシステムとの連携によりプログラムが多様化
●カスタマイズによる機能拡張 ⇒年次更新処理等が複雑＋法改正等への対応の遅れ

移行後も既存GIS（オンプレミス）と同レベルの運用環境の提供

結果トラブル続出・・・

運用上の課題

大変ご迷惑をおかけいたしました

© PASCO CORPORATION

2. 森林クラウドが目指すべき姿（パスコのコンセプト）

森林クラウドを情報プラットフォームと位置づけ、情報のキャッチボールを円滑に
行うことを主目的とし、データと運用の標準化を提案（2021年～）

システムの円滑な運用のために（データ標準化）
森林簿や森林現況表等の整理

・市町村、林業事業体等で利用する森林情報の整理
・整備コストを大幅に削減しつつ、情報の相互利用の
実現を目指す

市町村・事業体が求める情報

森林クラウド運用のための標準化データ

森林クラウドシステムに係る
標準仕様書(森林GISフォーラム）

航空レーザ成果
「森林資源データ解析・管理標準仕様書」

ニーズとエビデンス
クラウドで共有すべき情報の
精査と必要に合わせた補完

森林クラウド運用ガイドラインの策定・運用

全ユーザ共通

任意レイヤ活用

自治体別
基盤データ

既存システムからの単純なデータ移行ではなく、運用を意識しデータの標準化とデータ移行を実施
© PASCO CORPORATION

3. 森林クラウドの機能と標準データ

機能を利用する前に検討すべき事項

①整合性とデジタルデバイドの確認
ステークホルダーの間で申請や計画をたてる環境が
十分に整っているか（デジタル対応が可能か?）

③適否判定等新基準の確認・周知
既存計画・届出について継続・更新の時期を決
め適用を開始（市町村・経営体への周知）
デジタル化への移行で混乱を招かないか検討

例）造林・伐採した情報をステークホルダー間で共有・管理したい
森林簿・施業履歴に基づきリストアップした対象が適切で
あるか、また、情報活用の温度差がステークホルダー間で
存在するか確認（デジタル対応不可ユーザ率は?）

標準的な様式による経営計画の樹立が可能か、独自性
が必要か、デジタル移行が可能か等を判断し実施。
システムの操作・申請用シートの使用方法・適否判定の
考え方、既存計画・申請との比較・取扱い等を検討の上、
市町村・経営体へ説明を実施・周知を図る

森林簿記載情報が正しいことを前提として機能利用検討が進みます

森林簿・施業履歴に基づきリストアップした対象が適切で
あるか、ガイドブック記載の内容に従っているか、適否判
定基準が適切かどうか等を確認（解釈の揺らぎ除去）

②標準的な指針とのすり合わせ
森林経営計画ガイドブック（令和5年度改訂版）
や、その他事務連絡等とのすり合わせ

© PASCO CORPORATION

4. 基盤となるデータの重要性と森林クラウドの運用

・台帳の検索
・台帳の更新
・指定施業要件更新

保安林台帳

森林経営計画

伐採造林届

申請管理

保安林内申請

申請管理

申請管理

・台帳の検索
・台帳の更新
・変更依頼

森林簿

・台帳の検索
・台帳の更新
・森林簿の紐付

林地台帳

・台帳の検索
・台帳の更新
・意向調査紐付

森林経営管理

市町村森林整備計画

施業履歴

森林管理 保安林指定

伐造情報更新

フィードバック

申請管理

帳票

帳票

帳票

帳票 帳票

申請管理

森林簿情報は各種計画・台帳・申請が参照する
※森林計画図も同様。すべての基盤となる。

林小班単位で管理している台帳と地番単位で管理してい
る台帳、双方を管理している台帳に分類し精査。

林小班と地番の紐づけ情報は林地台帳での管理。
法定台帳として精緻化を推進。

林小班・地番の位置関係、樹種・樹齢等属性の整合性

各種データの正確度に合わせ業務機能が発揮されるかどう
かが決まる。システムがデータ品質を向上させることはない。

業務機能を使用する場合はデータの影響範囲を確認し、
データ化の状況・正しさ・環境・推進方法を検討し関係
者に周知し、持続的な運用管理を徹底する。

森林業務と基盤となるデータの関連性 森林業務間での関係性の“強さ”
→ クラウド運用に強く影響

© PASCO CORPORATION

5. 森林基盤データと森林クラウド

パスコが考える「森林基盤データ」とは

「森林基盤データ」を森林クラウドでどう活かすか

 運用ベースを見越して構築された標準化データであること
 業務影響範囲内で参照される情報が正確なデータであること
 森林資源情報と一体で管理することで活用が図られるデータであること

 森林簿DBに端を発する情報が業務機能内で正しく参照されフィードバックできる環境
（森林簿を軸とした情報プラットフォームを確立させる）
 情報プラットフォームとして正しい情報が配信され、市町村・事業体がその情報を用いて
正しく計画・申請が行える（プラットフォーム間での正確なデータ循環の持続）

 それらの情報について高い視認性をもって確認・合意が得られるGIS環境の提供

トラブル解消と標準化の達成 ⇒ 利用者全体で森林基盤データをどう活用していくかの環境醸成
（システム改良と標準化対応） （その中で必要となる機能改良・改善を図ります）⇒ そして新時代へ

FY2021～2024 FY2025～ FY2028 Next Stage・・
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森林GISフォーラム 2024年度 東京シンポジウム 2025/2/20

地上レーザーによる森林基盤データ解析
（アドイン研究所） 1

© All Right Reserved, Adin Research Inc.

アドイン研究
所

https://www.owl-sys.com/

owl@adin.co.jp 03-3288-7835

株式会社アドイン研究所

２０２５年２月２０日

森林3次元計測システムOWL

OWLをより一層活用する方法

地上型レーザーによる森林基盤データ解析

２０２５森林 GIS フォーラム東京シンポジウム

© All Right Reserved, Adin Research Inc.

2

１． 森林GISにおけるOWLの活用方法

© All Right Reserved, Adin Research Inc.

3OWLからのシェープファイル出力

● 調査地範囲内の立木
● 調査地範囲外の立木
● 計測地点
・調査地範囲表示
・等高線表示（等高線の幅は自由
自在に変更できるため、
GIS上で微地形の表現が可能）

OWL２D位置図

QGIS表示（シェープファイル）

＊地上レーザーの計測データをGISで活用
・立木位置、属性（胸高直径、樹高等）
・調査地範囲
・計測地点
・等高線データ

（標高値設定により主曲線の表現も可能）

© All Right Reserved, Adin Research Inc.

4

＊OWLと他の計測デー
タとの融合

OWLTreeMatching
樹頂点とOWL位置図との
マッチングソフト

１本1本の対応付けが可能になり
ます。
OWLの立木情報を用いることで、
上空広域換算の精度向上が促
進されます。

航空機・ドローンデータとのマッチング

© All Right Reserved, Adin Research Inc.

5

＊より高精度な森林情報の構築

●樹高は上空からの計測データから、
胸高直径は地上レーザーの計測データから。

●一部のエリア（上空データによる選択候補地を選定）
を地上レーザーで計測し、それを広域に拡張する。

・航空機レーザデータ
・ドローンレーザデータ

・OWLレーザデータ

解析中

広域高精度森林マップの生成

© All Right Reserved, Adin Research Inc.

6

２． 森林状態を把握する為のOWLの新機能

•OWLManager Ver2は、OL10x型装置のデータも、
OL200型装置のデータと同様に解析可能です。

1地点の計測時間を半減
45秒 → 22.5秒
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地上レーザーによる森林基盤データ解析
（アドイン研究所） 2

© All Right Reserved, Adin Research Inc.

7OWLManager Ver2.2 の新機能

＊森林のより詳細な状況把握を可能に!!

ウォークスルーの中でレーザと360°カメラ画像の同期表示を実現しました。
どこで計測したのか一目瞭然となり、合意形成が更に促進されます。
森林経営管理制度のプロット調査にも有効利用されています。

立木や作業道などの位置関係が直感的に把握可能

© All Right Reserved, Adin Research Inc.

8OWLManager Ver2.2 の新機能

点群を任意の断面・幅でスライスして表示することが可能になりました。
注目したい立木やエリアをより鮮明に確認することができます。

縦方向のラインで１mの幅でスライスすると

立木1本1本の関係が分かりやすくなります。
地面からの高さで0.5m～2mをスライスして表示すると
立木の位置関係が分かりやすくなります。

＜東京都農林総合研究センターとの共同開発＞
•東京都の日の出試験林にて(スギ・ヒノキ）

6,000 本 / ha）植栽。
・植栽木の位置と高さを自動抽出するソフト
「幼木検出プラグイン」を開発。

植栽木の計測：位置と高さの自動抽出を実現

© All Right Reserved, Adin Research Inc.

9

＊地上レーザーでも広範囲の計測をより容易に実現!!

OWLManager Ver2.3 の新機能

計測データを枝分かれのような結合順で
結合することが可能になりました。

これにより、一筆書きのような結合順を
意識して計測する必要がなくなります。

© All Right Reserved, Adin Research Inc.

10

Copyright © AdIn Research, Inc. All right reserved. 10

OWLManager Ver2.3 の新機能

計測データの結合に失敗しても、簡単に再結合をおこなうことができるようになりました。
結合に失敗したら下記のような再結合画面を開くことができます。
結合パターンをおおよその位置に移動させるだけで再結合処理が自動的におこなわれます。

© All Right Reserved, Adin Research Inc.

11

１．森林GISにおけるOWLの活用方法

２．森林状態を把握する為のOWLの新機能
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森林資源情報に関するオーブンデータ標準
仕様書について（大萱直花） 1

森林G I S フ ォー ラム
標 準 仕 様 分 科 会

森林調査
人力からリモートセンシングまで

林野庁委託事業・補助事業
スマート林業構築普及展開事業 H30～R4
林業イノベーションハブセンター（森ハブ） R6～
森林資源情報に関する標準仕様の作成

GIS研修講師
日林協の独自認定制度 森林情報士GIS部門 10年以上
事業体向け、行政職員向けの研修講師

©2025 JAPAN FOREST TECHNOLOGY ASSOCIATION  All Rights Reserved 2

自己紹介

分科会で
案を作成・
公表

意見募集

分科会で
決定・公表

実際に
利用

意見募集

3

標準仕様作成における林野庁事業と森林GISフォーラムの関係

事業で
案を作成・
公表

よりよい
標準仕様
に育てる

©2025 JAPAN FOREST TECHNOLOGY ASSOCIATION  All Rights Reserved ©2025 JAPAN FOREST TECHNOLOGY ASSOCIATION  All Rights Reserved 4

©2025 JAPAN FOREST TECHNOLOGY ASSOCIATION  All Rights Reserved 5

標準仕様作成の経緯



©2025 JAPAN FOREST TECHNOLOGY ASSOCIATION  All Rights Reserved 6

標準仕様書の対応範囲









森林GISフォーラム 2024年度 東京シンポジウム 2025/2/20

森林資源情報に関するオーブンデータ標準
仕様書について（大萱直花） 2

標準仕様

目的 • 高精度な森林資源情報の作成、
管理、活用の効率化

• 適切な森林管理や需要に応じた
木材生産の実現に寄与

• 均一な成果を入手し、異なるシス
テムでも利用可能

• 行政機関におけるオープンデータ作
成作業の効率化

• データの適切な利用、普及
• 民間事業者等による技術開発や
サービス展開の推進

方針 • 対象とする計測機器は、当面は航
空レーザ計測を想定しつつ、地上
レーザやドローンなど幅広い技術にも
適用可能

• データ定義を定めたもの、森林資源
データの解析手法は規定していない

• 利用者の利便性向上
• 行政の負担低減（サーバ容量の
圧縮・作業の効率化）

• 新技術への適応（ファイル形式
等）

• 既存行政システムの運用への影響
度を考慮

©2025 JAPAN FOREST TECHNOLOGY ASSOCIATION  All Rights Reserved 7

と の違い

標準仕様

ダウン
ロード

ベクタ ・ シェープ ・ GeoPackage

ラスタ ・ TIFF（＋ワールドファイル）
・ GeoTIFF

・ GeoTIFF

インター
ネット配信

ベクタ － ・ベクトルタイル（XYZ形式）

ラスタ － ・ラスタタイル（XYZ形式）
・ラスタタイルTerrainRGB形式(XYZ形式)

©2025 JAPAN FOREST TECHNOLOGY ASSOCIATION  All Rights Reserved 8

と の違い

©2025 JAPAN FOREST TECHNOLOGY ASSOCIATION  All Rights Reserved 9

標準仕様が対象とする森林資源量データ
標
準
仕
様 データ種類 ／ ファイル形式 DL 配信（タイル）

森
林
資
源
解
析
デ
ー
タ

計測範囲ポリゴン SHP － －
解析範囲ポリゴン SHP GPKG －
森林資源量集計ポリゴン（自由線形） SHP － －
森林資源量集計ポリゴン(20mメッシュ) SHP GPKG ○
樹種ポリゴン（自由線形） SHP GPKG ○
林相識別図 TIFF － ○
DSM（数値表層モデル） TIFF － －
DCHM（数値樹冠高モデル） TIFF GeoTIFF －
単木ポイント SHP － －

地
形
デ
ー
タ

数値標高モデル（DEM） TIFF GeoTIFF ○TerrainRGB
傾斜 TIFF － ○数値PNG
微地形図 TIFF － ○
路網 SHP 後年度に検討

森林資源量集計ポリゴン(20mメッシュ) SHP GPKG 〇

にて20mメッシュによる資源量の表現を提示

航空レーザ計測データを小班単位で集計することは適切とは言えないため、小
班以外のポリゴンでの集計が必要である。

小班
小班内に樹種、成⾧の異なる林分が存在するため、小班内を集計し
た値が意味する資源量の取扱いは難しい。

地番
林業事業体には利用しやすい。
地籍調査が未完了で、地番データが整備されていない地域が多い。

10mメッシュ
1メッシュ内の立木（単木ポイント）数が５本前後と少なく、極端な値
をとる可能性が高くなる。
データ容量が大きくなる。

20mメッシュ → 採用（森林資源量集計メッシュ）
現地調査での一般的な標準地のサイズに近い。1メッシュ内の立木
（単木ポイント）数が20本前後となる。
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20mメッシュのサイズ検討
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20mメッシュのスケール感

森林資源と、行政界でメッシュに格納する値の考え方が異なる
森林資源 ＝ 面積最大
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20mメッシュの属性

20m

20m

A県
a市

A県
b町

樹種ポリゴン

20mメッシュ
（メッシュの樹種）

単木ポイント

20mメッシュ
中心点赤枠の行政コード

メッシュ中心点の値
「A県b町」とする。

赤枠に含まれる単木ポイント
スギ:17本
ヒノキ:4本

20mメッシュの樹種＝「スギ」
立木本数＝21本
平均樹高等＝21本からの集計

行政界 ＝ メッシュの中心点
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森林資源情報に関するオーブンデータ標準
仕様書について（大萱直花） 3

座標系は平面直角座標系を採用
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座標系について

座標系 平面直角座標系 メルカトル図法等（地理座標系）

デメリッ
ト

• データは系ごとに作成する。
• 系が隣接する地域において重複

等が発生する

• 緯度・経度に応じてメッシュが歪み、
メッシュの面積は同一とならない。

メリット
• 20mメッシュのデータは20m四方

の正方形で表現され、メッシュの
面積は全て400m2となる。

• 全国をシームレスに表示できる。

森林管理では、面積を意識したデータ利用が多い
林業現場での活用においては、平面直角座標系の
方が利便性が高い

平面直角座標系
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先進的な取組み
標
準
仕
様 データ種類 ／ ファイル形式 DL 配信（タイル）

森
林
資
源
解
析
デ
ー
タ

計測範囲ポリゴン SHP － －
解析範囲ポリゴン SHP GPKG －
森林資源量集計ポリゴン（自由線形） SHP － －
森林資源量集計ポリゴン(20mメッシュ) SHP GPKG ○
樹種ポリゴン（自由線形） SHP GPKG ○
林相識別図 TIFF － ○
DSM（数値表層モデル） TIFF － －
DCHM（数値樹冠高モデル） TIFF GeoTIFF －
単木ポイント SHP － －

地
形
デ
ー
タ

数値標高モデル（DEM） TIFF GeoTIFF ○TerrainRGB
傾斜 TIFF － ○数値PNG
微地形図 TIFF － ○
路網 SHP 後年度に検討

数値標高モデル（DEM） TIFF GeoTIFF ○TerrainRGB
傾斜 TIFF － ○数値PNG

DEM:標高値をRGB値の画像に変換し、マップタイルとする方法
（のうち、Terrain-RGB形式）を採用

通常のDEMは、1バンドに標高値を格納している。
標高をR/G/Bの3バンドに分割して格納している。

RGB変換式:H = -10,000 + [(R×256×256+G×256+B)×0.1]
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DEMのラスタタイルについて

TerrainRGB 標高

傾斜は、DEMをダウンロードして自作すればよいのでは?
GIS熟練ユーザーからも、「使用頻度が高いので配信して欲しい」とい
う声があった。

傾斜:傾斜値をRGB値の画像に変換し、マップタイルとする方法を
採用

傾斜値は0～90度の連続値が格納されているので、各自が任意の区分で表
示することができる。（任意の傾斜区分図を作成できる。）
RGB変換式はTerrain-RGBと同じ式を用いる。

RGB変換式:H = -10,000 + [(R×256×256+G×256+B)×0.1]
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傾斜のラスタタイルについて

色表示の設定方法は、 の参考４）に掲載

【意見募集要領】
１．意見公募の対象 「森林情報に関するオープンデータ標準仕様書（案）

【航空レーザ森林資源解析データ編】」
「森林資源データ解析・管理標準仕様書案ver.3.0（案）」

２．資料入手方法 日本森林技術協会 ホームページ
３．意見募集期間 令和７年２月２０日（木）から３月２１日（金）まで
４．意見の提出方法 Web Form
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パブリックコメントの募集について
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Thank you so much for 
allowing us to make a presentation.


